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The exchange AC/DC switching unit currently used al Kuroiso Station in Tohoku line has adopted the drive system by the 

friction clutch as the conversion mechanism part. However, the asbestos material is used for the clutch friction plate, and the 

spare item cannot be produced newly in the future. Then, the exchange AC/DC switching unit with the magnet clutch that did 

not use asbestos_ was developed. The performance confirmation of the prototype was examined in the factory, and it was 

confim1ed that the prototype operated in actually using itヽvithouttrouble. 
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1. はじめに

東北本線は黒磯駅を境界として、南の東京方は直流

1,500V、北の青森方は交流 20,000Vの電化方式であり、

駅構内に設置した交直鶏源切替器で、交流と直流を切り

替えている。現在の交直電源切替器は、フリクションク

ラッチによる駆動方式を採用しており、そのクラッチ摩

擦板にアスベス ト素材を使用しているといった問俎があ

り、新たに製品を製作する ことができない。また、平成

12年度及び平成 13年度に現地導入されており老朽取替

の時期が迫っている。そこで、マグネッ トクラッチを用

いた交直危源切替器の開発を行った。

2 現行機器の特徴

現行の交直冠源切替器は、信号扱い者の「てこ扱い」

等により 、交直電源切替器のクランクを回転し、 左右に

取り付けられた電源切替ロッドを上下させることにより 、

交流電源と直流電源を切り替えている（図 l)。
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図 1 交直電源切替器（現行）

3 主な変更仕様

従米品と開発品の主な仕様変更について表 1に示す。

表 1 仕様比較

従来品 開発品

クラッチ フリク ション マグネット

転換時r::I 5秒以 F 7秒以下

動（乍電流 5 A以 F 8 5 J¥以下

Ji欣 :I O 7 k g 3 :1 0 kg 

3. 1 マグネットクラッチの採用

現在の交直亀源切替器は、フリクションクラッチによ

る駆動方式であり 、クラッチ摩擦板にアスベス ト素材を

使用しているため（図 2)、電気転てつ機で使用実紹のあ

・るマグネットクラッチを採用した。
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図 2アスベスト摩擦板

3. 2 転換時間・動作電流・重量
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転換機構部分がマグネ ットクラッチの垢合、フリクシ

ョンクラッチに比べて転換時間と動作俎流が増える。l)甘

発品の仕様は、電源容紐等を考［屈し、関係者で協議の上、

表 1の通りとした。

3. 3 C形止め輪の廃止

従来品では、本体内部において、送りネジの固定に使

用されている C形止め輪が破損（図 3)、軸がずれること

によ り、転換不能諒害が発生している（平成 18年度 1

回、平成 19年度 1回）。

図 3破拓したC形止め楡
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そこで、 CIf多止め輪を税止し固定方法を改良して強炭

向上を図った. C/f多止め輪ば、ハンドル烙込軸部分とナ

ットケース部分で使川されている（図 5)。ハンドル沿込

軸部分は、形状を変えて、外側のベアリングとlliねビする
構造 （図 6) とした。ナットケース部分は、ナットケー

スカバーを設似し、ナットとネジ止め固定する構造（図

7)とした。

図 5 機構内部
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図 6 ハンドル差込軸部分の改良

図 7 ナットケース部分の改良

以上の検討により、製作した試作品を図 4に示す。

4. 工場内試験

試作品に対して表 2により試験を実施した結果、 1:il迎
は見られなかった。

なお、温度試験と連続転換試験では、JISよりも厳し

い条件で試験を実施したため、以下に紹介する

｝く 2 試験J.fiH 

試験名称 試験評価

似動，試験 J[S E3014 5種A

防水試験 JIS C 0920:2003 (IPX4) 

絶秘抵抗 ・耐
JIS E3021 RlO、Vl500

屯圧試験

温度試験 JIS E3019 5種

無ii荷試験
無負荷で転換時の動作池流、動作時間

の確認

定格負荷試験
定格負荷 098kNで転換時の動作屯澁

勇h（乍II寺Il:l0)(i1t,i忍

最大負荷試険
負荷試験機で最大負荷を最大転換した

時の転換力、動作屯流、勅作時間

すべり屯流 スリッ7時の 0秒後と 10秒後の祖流値を

（妨害試験） 確認

辿続転換試験
30万回転換（耐用奸命 20万回転換の

1.5倍・)

4. 1 温度試験

JIS E3019 5 種の低温試験条件は、 •20℃で 2 時間放

四であるが、今回は 6時間放置した。これは、摺動部に

使用されているグリース(/)温炭が・20℃に低 Fするまで

に 6時間を要したからである。なお、こ のような厳しい

条件下においても実使用上問迎ないことが確認できた。

4. 2 連続転換試験

交直電源切替器の連続転換試験に関しては評価方法が

無かったため、屯気転てつ機のJISE3001の辿続転換試

験の評価方法を参考とし、下記の条件で試験を実施した。

・転換回数 30万回（耐用寿命 20万回転換の1.5倍）

(JIS E3001では、20万回＋13%)

．，，；j:;時、定格伐荷 0.98kNをかける

・転換頻度は 25秒に 1回転換の割合

•初期グリスのみで実施し試験中の注油は行わない

このように、より厳しい条件で試験を行ったが、転換

勅作に1i暉が無い ことを確認できた。

また、タイミングペルトの張力測定を行い、実使用に

おいて問題ないことを確認できた。

図 8連続転換試験

5.おわりに

今回、マグネットクラッチを採川し、かつ従来の弱点

である CJ［多止め輪を）促 Iヒした新しい交直屯源切替器を試

作した。また、各種試験を実施し 、実使用において問題

なし、ことを確認 した，なお、平成 21年度下期から黙殺

駅構内の交『Iゴじ源切秤器を．本交直‘，尉源切替器に交換す

る I’'定である
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